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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月9日(2008.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタルデータ受信機において、
　それぞれが個別にチャンネルを選択可能に構成され、該選択されたチャンネルに係る受
信信号を出力する複数のブランチと、
　前記複数のブランチのうちの少なくとも一部を合成対象とし、該合成対象のブランチか
ら出力される信号を合成して出力可能なダイバーシチ処理部と、
　前記デジタルデータ受信機の置かれる環境状況を検知するための検知部と、
　前記検知部による検知結果に応じて、前記ダイバーシチ処理部における前記合成対象の
ブランチ切換えを含む動作制御を行う制御部と、
を有することを特徴とするデジタルデータ受信機。
【請求項２】
　前記ダイバーシチ処理部は、前記複数のブランチのうちの前記合成対象のブランチ以外
のブランチから出力される信号を合成せずに出力可能である、請求項１に記載のデジタル
データ受信機。
【請求項３】
　前記ダイバーシチ処理部は、前記複数のブランチのうちの前記合成対象のブランチ以外
のブランチから出力される信号を合成して出力可能である、請求項１に記載のデジタルデ
ータ受信機。
【請求項４】
　前記検知部は、前記ダイバーシチ処理部の出力信号に基づく映像を表示する前記表示部
を視聴する視聴者の配置を検知するための配置検知部であって、
　前記制御部は、前記配置検知部の検知結果に基づいて、前記ダイバーシチ処理部におけ
るモードの動作制御を行う、請求項１～３の何れか一項に記載のデジタルデータ受信機。
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【請求項５】
　前記検知部は、前記ダイバーシチ処理部の出力信号に基づく映像を表示可能な表示部数
を検知するための表示部検知部であって、
　前記制御部は、前記表示部検知部の検知結果に基づいて、前記ダイバーシチ処理部にお
けるモードの動作制御を行う、請求項１～３の何れか一項に記載のデジタルデータ受信機
。
【請求項６】
　前記検知部は、緊急警報情報を検知するための緊急警報情報検知部であって、
　前記制御部は、前記緊急警報情報検知部が緊急警報情報を検知した場合には、前記複数
のブランチの全てを前記合成対象のブランチにする制御を行う、請求項１に記載のデジタ
ルデータ受信機。
【請求項７】
　前記制御部は、前記複数のブランチのうち、表示される映像に利用する信号を出力する
ブランチ以外のブランチからの信号を利用して、チャンネルサーチを行う、請求項１～６
の何れか一項に記載のデジタルデータ受信機。
【請求項８】
　前記制御部は、前記複数のブランチのうち、表示される映像に利用する信号を出力する
ブランチ以外のブランチからの信号を利用して、番組の検索を行う、請求項１～６の何れ
か一項に記載のデジタルデータ受信機。
【請求項９】
　前記制御部は、前記ダイバーシチ処理部に異なる映像に利用する信号を同時に出力させ
、複数の表示部に異なる映像を同時に表示させるように制御可能である、請求項１～８の
何れか一項に記載のデジタルデータ受信部。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記ダイバーシチ処理部の出力信号に基づく音声を出力可能で、前記複
数の表示部に対応して設けられる複数のスピーカの出力制御が可能であり、前記複数の表
示部に異なる映像を表示させるときに、前記複数の表示部にそれぞれ対応するスピーカか
ら、表示された映像に対応する音声を出力させるように制御可能である、請求項９に記載
のデジタルデータ受信機。
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